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年

1952年
（昭和27年）

連盟活動 ケーブルテレビ業界動向

1953年
（昭和28年）

1954年
（昭和29年）

1955年
（昭和30年）

6.10 群馬県・伊香保温泉に日本初のテレビ共同受信施設が完
成。

11.15 B伊香保温泉観光協会、「有線放送の設備および業務の開
始届」を提出。

1956年
（昭和31年）

1.12 関東電波監理局が伊香保温泉観光協会の業務開始届を受
理。

1957年
（昭和32年）

1958年
（昭和33年）

1959年
（昭和34年）

2. 静岡県下田市に下田有線テレビ協会発足。

1960年
（昭和35年）

1961年
（昭和36年）

2. 1 NHK東京テレビ局が本放送開始（1日4時間）。
5.16 NHK、初の大相撲テレビ中継。
8.23 NHK、プロ野球ナイターをテレビ初中継。
8.28 日本テレビ放送網（NTV）が民放初のテレビ放送開始。
8.29 日本テレビ、民放初のプロ野球（巨人対阪神戦）テレビ中継。

7.27 朝鮮戦争休戦協定調印（板門店）、3年余の戦争終結。
9. 1 独占禁止法改正公布。
12.25 奄美群島が日本に復帰。

2.19 NHKと日本テレビ、初のプロレステレビ中継（力道山・木村政彦
対シャープ兄弟）。

3. 1 NHK大阪・名古屋両テレビ局本放送開始。
6. 1 第1回電波の日。
6.19 名古屋テレビ塔完成。8月運用開始。NHKと中部日本放送共用。
11. 3 日本初の特撮映画「ゴジラ」封切。

1. 2 二重橋事故発生。16人死亡。
1.20 戦後初の地下鉄（丸ノ内線）開通。
3. 1 太平洋のビキニ水域で水爆実験。第五福竜丸被曝事件発生。
4.10 第1回日本国際見本市開催（大阪）。
4.20 第1回全日本自動車ショー開催。
9.26 台風15号で青函連絡船洞爺丸遭難。死者・行方不明1,698人。
12. 7 吉田茂内閣総辞職。鳩山一郎内閣成立（9日）。

4. 1 NHK、同軸ケーブルによるテレビ共同受信方式の最初の実験開
始（群馬県伊香保町）。

4. 1 ラジオ東京（現TBS）がテレビ開局。
10. 3 テレビ受信契約10万件突破。

5. 5 第1回東京日本国際見本市開催。（5月18日まで、以後東京・
大阪で隔年開催）

8. 森永乳業の砒素入り粉ミルク事件発生、全国で130人死亡。
11.15 自由民主党結成（保守合同）、いわゆる55年体制。

2.17 郵政省、テレビの全国普及のため「テレビジョン放送用周波数の
割当計画基本方針」決定。

3.22 NHK、仙台・広島テレビ局開局。
4. 1 NHK、福岡テレビ局開局。
12. 1 中部日本放送テレビ、大阪テレビ（現朝日放送）開局。
12.22 NHK、札幌テレビ局開局。

1. 1 新潟県弥彦神社で初詣客124人圧死事故発生。
5. 9 日本登山隊、マナスル登頂成功。
11.19 国鉄、東海道本線の全線電化完成。
12.18 国連総会、全会一致で日本の加盟承認。
12.20 鳩山一郎内閣総辞職。
12.23 石橋湛山内閣成立。

4. 1 北海道放送テレビ開局。
5. 5 東京国際見本市でRCAのカラーテレビ実験公開。
5.29 NHK、松山テレビ局開局。
6.15 テレビ受信契約50万件突破。
10.22 郵政省、テレビ43局（NHK7局と民放34社36局）に一斉予備免許。
12.24 NHK、FM放送開始。
12.27 郵政省、NHKと日本テレビのカラーテレビ実験局に本免許。
12.28 NHKと日本テレビがカラーテレビ実験局を開局。

1.29 南極観測隊「昭和基地」を建設。
2.23 石橋湛山首相病気のため内閣総辞職。
2.25 岸信介内閣成立。
10. 1 五千円札発行（聖徳太子）。
11.15 名古屋で地下鉄（名古屋駅～栄町）開業。
12.11 100円硬貨発行。

2.22 NHK、熊本、鹿児島両テレビ局開局。
3. 1 ラジオ九州テレビ（現RKB毎日放送）開局。以後、この年11社の

民放テレビ開局。
5.16 テレビ受信契約100万件突破。
12.23 日本電波塔、東京タワー完工式。

3. 9 世界初の海底トンネル「関門トンネル」開通。
4. 1 売春防止法全面施行。
9.27 狩野川台風。死者・行方不明1,157人。
11.27 皇太子殿下と正田美智子さんのご婚約発表。
12. 1 一万円札発行（聖徳太子）。

1. 1 長崎放送テレビ開局。
1.10 NHKの東京教育テレビ開局。
2. 1 日本教育テレビ（現テレビ朝日）開局。
3. 1 フジテレビジョン、毎日放送、九州朝日放送が開局。以後、この

年16社の民放テレビが開局。
4.10 NHK、民放各局が皇太子殿下結婚式典テレビ中継。
7. 2 日本テレビがプロ野球ナイター中継で初のカラー中継実施。
12.15 第1回「日本レコード大賞」。受賞曲は水原弘の「黒い花びら」。

1. 1 尺貫法廃止、メートル法施行。
2. 8 黒部トンネル開通。
4.10 皇太子明仁殿下と美智子妃殿下結婚式。
9.26 伊勢湾台風上陸。死者・行方不明5,101人。
11. 1 国民年金法施行。

3.16 山形放送テレビ開局。以後、この年4社の民放テレビ開局。
8.15 テレビ受信契約500万突破。
8.20 ローマ・オリンピックのテレビ共同取材でNHKと民放が共同本

部開設。
9. 2 郵政省、NHK、民放のカラーテレビ放送許可。
9.10 NHK総合・教育と日本テレビ、ラジオ東京（現TBS）、朝日放送、

読売テレビがカラーテレビ本放送開始。

5.24 チリ地震による大津波が太平洋沿岸に来襲。死者139人。
6.15 安保闘争で東大生の樺美智子さん死去。
6.19 新安保条約発効。
7.15 岸信介内閣総辞職。
7.19 池田勇人内閣成立。
8.25 ローマ・オリンピック開幕。（～9.11）
10.12 浅沼稲次郎社会党委員長が日比谷公会堂で刺殺される。
12.27 閣議、所得倍増計画を決定。

1.20 米ケネディ大統領就任式、3大ネットワークが全米にテレビ中継。
12. テレビ受信契約900万件突破。

1.20 ジョン・F・ケネディ第35代米大統領に就任。
4.12 ソビエトが初の有人宇宙船「ボストーク1号」打ち上げ成功。

4.21 B日本民間放送連盟発足。
7.31 郵政省、日本テレビ放送網（NTV）に初のテレビ予備免許。
12.26 郵政省、NHK東京テレビ局に予備免許。

4.28 日米安全保障条約発効。
5.19 白井義男、プロボクシング日本人初の世界チャンピオンに。

番組供給事業・周辺メディア動向 一般社会情勢
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3. 1 テレビ受信契約1,000万突破。普及率48.5％。
4. 1 名古屋放送（現名古屋テレビ放送）開局。
7.11 米国、テルスター1号衛星で初の米欧間テレビ中継。
9. 1 広島テレビ放送開局。
10. 1 仙台放送開局。

2. 1 東京都の人口が推計で1,000万人突破。世界初の1,000万都市。
5. 3 常磐線三河島駅構内で列車衝突事故発生（三河島事件）。死

者160人。
8.12 堀江謙一氏が日本人初の小型ヨットで単独太平洋横断成功。
8.30 戦後初の国産旅客機YS -11が飛行に成功。
10.22 キューバ危機。

4. 1 福島テレビ開局。
4.18 NHK、渋谷放送センターの建設に着工。
11.23 リレー1号衛星による初の日米テレビ衛星中継受信実験に成功。

この実験でケネディ米大統領暗殺ニュースを受信。
12.18 テレビ受信契約1,500万突破。

6. 5 黒四ダム完成。
11. 1 新千円札発行（伊藤博文）。
11. 9 横浜市鶴見で列車衝突事故発生（鶴見事故）。161人死亡。
11.22 ケネディ米大統領暗殺。

1.21 米リレー2号衛星打ち上げ。
1.28 リレー2号衛星によるインスブルック冬季オリンピックのテレビ

中継に成功。
3.25 リレー2号衛星による日米テレビ衛星中継実験（対米送信）成功。
4.12 日本科学技術振興財団テレビ事業本部（東京12チャンネル）開局。
6.19 太平洋横断の日米海底ケーブル開通。
10.10 東京オリンピックをアメリカ、ヨーロッパ各国へ衛星中継。

6.16 新潟地震発生。マグニチュード7.5。
9. 5 名神高速道路、一宮～西宮間開通。
9.17 羽田空港～浜松町間で初のモノレール営業開始。
10. 1 東海道新幹線開業（東京～新大阪）。
10.10 第18回オリンピック東京大会開幕。（～10.24）
11. 9 池田勇人首相病気のため内閣総辞職、佐藤栄作内閣成立。

4. 6 米国、初の商業通信衛星インテルサット1号打ち上げ。
8.30 NHK、渋谷の放送センター第1期工事完成。10月全面運用開始。

8. 3 長野県松代町で群発地震の初震発生。
11.17 プロ野球、第1回ドラフト会議開催。

3. 6 日本テレビ、初のカラーCM放送。
4.30 郵政省、初のUHF大電力放送実験局としてNHK徳島教育テレ

ビ局に予備免許。
12.28 国際電電、日米間テレビ伝送業務開始。

2. 4 千歳発の全日空機が羽田沖に墜落、133人全員死亡。
3. 4 香港発のカナダ航空機が濃霧のため羽田沖防潮堤に激突、64

人死亡。
3. 5 羽田発香港行きのBOAC機が富士山付近で空中分解し墜落、

124人全員死亡。
3.31 日本の総人口1億人を突破。
6.30 ビートルズ初来日。
11. 1 国立劇場開場。
11.13 大阪発の全日空機が松山空港で墜落、50人全員死亡。

1.27 インテルサット2号系F2による日米間衛星通信営業開始。
2.20 初のUHF大電力テレビ局、NHK徳島教育テレビ実験局開局。
10.13 郵政省、テレビジョン放送用周波数の割当計画基本方針を一部修

正、UHF波によるチャンネルプランを発表。
11. 1 郵政省、UHF第1次チャンネルプランに基づき民放15局に予備

免許。テレビ多局化時代に突入。
12.31 テレビ受信契約2,000万件突破。普及率83.1％に。

2.11 初の建国記念日。
4.15 美濃部亮吉革新東京都知事当選。
7. 1 ヨーロッパ共同体（EC）成立。
8. 3 公害対策基本法施行。
10.21 吉田茂元首相死去。10月31日戦後初の国葬。

4. 1 NHK、受信料体系を改定、カラー料金新設しラジオ受信料廃止。
8.12 民放UHFテレビ局の第1号、岐阜放送開局。以後、この年、民

放UHF局のテレビ静岡、北海道テレビ放送、新潟総合テレビが
開局。

11.20 カラー受信契約100万件突破。

4.12 超高層ビルの第1号、霞が関ビル完成。
5.16 十勝沖地震発生。マグニチュード7.9。
6.15 東大事件、安田講堂占拠。
6.26 小笠原復帰。
7. 1 郵便番号制度発足。
10.12 メキシコ・オリンピック開幕。（～10.27）
10.23 明治100年記念式典。
12.10 東京・府中市で現金輸送車から3億円強奪事件発生。

3.31 加入電話1,000万台突破。
4. 1 長野放送はじめ民放UHF局12社が一斉に開局。以後、この年

UHF7局が開局。
7.20 アポロ11号が月面から初の宇宙テレビ中継。
9.17 NHK、公職選挙法による初のテレビ政見放送（徳島県知事選）実

施。

5.24 大学の運営に関する臨時措置法国会提出。
5.26 東名高速道路全線開通。
7.20 米宇宙船アポロ11号が人類初の月面着陸に成功。
8. 3 大学運営臨時措置法案、参議院で抜打ち採決し可決成立。
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1962年
（昭和37年）

1963年
（昭和38年）

9. 2 岐阜県郡上八幡テレビ共同聴視施設組合がCATV共同聴
視施設の初の自主放送を開始。

1964年
（昭和39年）

10.10 佐賀県唐津市の唐津市テレビ受信生活協同組合が開局。

1965年
（昭和40年）

1966年
（昭和41年）

9. 1 下田有線テレビ協会（SHK）自主放送開局。

1967年
（昭和42年）

1. 共同聴視協議会発足。

1968年
（昭和43年）

4. 1 全国テレビ共聴組合連合会結成。
6. 8 郡上八幡テレビ共同聴視組合解散。
7. 1 ㈱日本ケーブルビジョン放送網（NCV、淵野修社長）が

東京・新宿地区のCATV事業目論見書を提出、在京民
放、NHKに再送信同意を求める。

9.25 全国テレビ共聴組合連合会、静岡県下田市で初会合開催。
10. 3 NCV、資本金800万円で会社設立。
10.13 NCV、再送信同意がないまま39世帯にメキシコ五輪の再

送信サービス開始。
11.13 新宿地区有線テレビジョン放送運営協議会発足、NCVの

業務を引き継ぐ。
11.29 郵政省、有線放送業務の運用の規正に関する法律の一部改

正についてNHK、民放に文書による意見求める。
12.19 民放連、CATVの法的規制について郵政省に意見書提出。
12.26 郵政省、各地方電波監理局へCATVの実態調査を指示。

1969年
（昭和44年）

5. 7 有線放送業務の運用の規正に関する法律の一部改正案が
国会に提出される。

6.27 郵政省、辺地難視聴地域のテレビ共同受信施設をNHKと
視聴者が共同で設置・運用する業務を認可。NHKが施設
の主要部分を建設。

7.31 全国テレビ共聴組合連合会、静岡県下田市で第2回大会
開催。有規法改悪反対表明。

8. 5 大学運営に関する臨時措置法をめぐる国会の混乱のため、
有線放送規正改正案審議未了で廃案。

11.17 財団法人設立準備会第1回会合開催。

連盟活動 ケーブルテレビ業界動向

ガガリーン少佐搭乗。
9.16 第2室戸台風、関西を中心に猛威。死者194人。

1961年
（昭和36年）




